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再生可能エネルギーは
自然に優しいのか？

今、日本の再エネ開発現場では、何
が起こっているか、知っていますか？



「カーボンニュートラル」、「脱炭素」
の美辞麗句の元で実際に行われて
いるのは森林等のあくなき開発競争

貴重な森林などの環境破壊
災害の懸念増大



丸森町

宮城県

耕野地区
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１－１．概要

井戸水で生活

水道無し



宮城県丸森町耕野地区

山と川に囲まれた

美しい中山間地
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２０１９年１０月の台風被害について

完全水没して阿武隈川の一部になった国道３４９号線

阿武隈川

国道
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耕野小学校の校庭には周囲から
土砂が流れ込み、校庭の一部が
崩落
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土砂崩れが多数発生、各所で道路寸断
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道路の崩落が多発
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メガソーラー計画概要



出力 パネル枚数 認定容量 年間発電量 総事業費

仙南Ｐ 28,138kW 60,512枚 24,000kW 29,390,000kWh 90億円

丸森Ｐ 27,626kW 58,160枚 24,000kW 29,390,000kWh 100億円

丸森プロジェクト（おもに南エリア）

仙南プロジェクト
（北エリア）

開発区域面積

仙南プロジェクト
55.６ha

丸森プロジェクト
59.9ha

（２か所合計）

2社合算
115.5ha
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森林伐採とパネル設置により
山の保水力が無くなるため、
調整池を造成して保水する

仙南プロジェクト

２か所設置
総容量45300㎥
２５ｍプール76杯分

2社合算
98700㎥（プール165杯分）

丸森プロジェクト

3か所設置
総容量53400㎥
２５ｍプール89杯分

防災調整池の設置

12



仙南プロジェクト

山の形を変える造成！

切土

切土

盛土

盛土

造成計画
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丸森プロジェクト



林地開発許可（森林法）



１）災害の防止（法１０の２②１）

２）水害の防止（法１０の２②１の２）

３）水の確保（法１０の２②２）

４）環境の保全（法１０の２②３）

林地開発許可制度（森林法１０条の２）
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仙南プロジェクト

丸森プロジェクト

土砂災害警戒区域

土砂災害特別警戒区域



防災調整池からの排水は
最大で毎秒１３トン！
＊２０１９年台風１９号なみの雨量（600ｍ／日）の場合



放流予定の沢の一例
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１００ｍｍ/日 程度の雨でも危険な地区

・２０２０年７月梅雨時期、地区内の様子
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・２０２０年７月梅雨時期、地区内の様子 20



・２０２０年７月梅雨時期、地区内の様子 21



・２０２０年７月梅雨時期、地区内の様子 22

災害・水害に脆弱なのは明らか



井戸の枯渇！

23

地区内での実害の発生の前例がある！

全戸が井戸水生活！



どう考えても本事業で林地開発が
許可される余地がない。
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２０２１年７月１日付で
宮城県は林地開発許可を出す
（２事業区のうちの１つ）
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宮城県の説明

協定締結が即着工となるわけではな
い。協定は（努力義務ではあるが）住
民同意が着工の要件であり、住民の
皆さんを守るためのものである。県も
指導していく。（特に井戸補償等）

林地開発許可後、事業者との
間で自然環境保全協定を締結

（２０２２年６月１０日）
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事業者は、県、町へも通知
せず、6/23に住民に直接
6/27の着工を通告

「国の指導」「県の通知」
を完全に無視。

協定無視は、FIT認定取り
消しが妥当ではないの
か？

２０２１年６月２５日河北新報
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２０２２年６月２７日の
住民の建設反対運動

２０２２年６月２８日河北新報



宮城県の指導により、即時着工は無
くなったものの、井戸補償等について

住民との話し合いが継続中



環境アセスメント



２つの工事エリアが隣接している。最短距離で１ｋｍ未満程度
。
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１１５haもの森林開発である本事業が

環境アセスメント対象外のカラクリ！



事業統括、用地交渉、施工会社、測量・造成・手続き、等に関す
る会社が同じである。実質的に一体的な工事ではないのか？

これが規制対象とならないのなら、いくらでも安易な法の抜け道があ
るのではないか？国や県の判断はどうなのか？これでいいのか？
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２０２１年６月４日河北新報

２０２１年７月３日河北新報



事業者は１事業区の林地開発を取り下げただけ

事業者はもう１つの事業区の開発を継続

このような開発の手法が
許されていいのか

FIT認定についても見直すべき



FIT法（再エネ特措法）



２０１７年のFIT法の最大の
改正ポイントは「驚愕」である。

「他法令遵守」
法律守らない事業者は最悪
の場合認定取り消し



丸森のメガソーラー事業者が
何をしたか皆さん知っていますか？



２０２０年１１月１８日河北新報

２０２０年１２月９日河北新報

１）贈賄
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国会での度重なる質疑
を経ても経産省は
何の処分もせず



「地球にやさしい」

「再生可能」

「脱炭素（カーボンニュートラル）」

「地球温暖化防止」

このような言葉でごまかしながら、
住民無視・利潤優先のひどい開発
自然破壊・災害の懸念の増大



特に宮城を含む東北と北海道が
狙われている

再エネの乱開発を
全国的な問題にしていく必要性





「全国再エネ問題連絡会」との連携

・シンポジウムの開催

・行政等への働きかけ









２０２２年６月２４日 宮城県・事業者に公開質問状
（林地開発の河川協議の内容等について）

２０２２年８月１８日 宮城県に要望書、事業者に申し入れ書
（公開質問状の実質ゼロ回答に対する抗議）

２０２３年２月１４日 事業者を刑事告発

全国再エネ問題連絡会との連名

（正式受理４月４日） （国土法の届出について）

２０２２年２月２７日 宮城県知事、経産省に申し入れ書

（上記の告発にかかるFIT認定の取り消しについて）



最近の宮城県の動向



２０２２年７月１４日河北新報

宮城県条例（10月1日施行）
（太陽光発電施設の設置等
に関する条例）

禁止区域の設定が不十分
住民同意は努力義務など
規制の実効性に疑問は残る



２０２３年１１月１８日河北新報

宮城・全国初の再エネ新税に総務省が同意

２０２４年春から施行へ



再生可能エネルギーの導入に関しては
問題点が山積。法律・条例の整備が急務

「そこまでして」「現時点で未完成な」
再生可能エネルギーを「急ぎ」導入する
必要があるのか考える必要がある。

未解決問題が多い点では原発と同じ。

・ソーラーパネルの廃棄方法（重金属汚染）
・大型風車による低周波の健康被害等

・森林の環境破壊と災害の懸念

・バックアップの火力または原子力電源が必要
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